
議案第５５号 

八幡浜市職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例の制

定について 

 標記条例を次のように制定する。 

  平成３０年６月４日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

八幡浜市職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例 

 （八幡浜市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正） 

第１条 八幡浜市職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１７年条例第４７号）

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線

で示すように改正する。ただし、改正後の欄に掲げる規定で改正前の欄にこれ

に対応するものを掲げていないものは、これを加え、改正前の欄に掲げる規定

で改正後の欄にこれに対応するものを掲げていないものは、これを削るものと

する。 

改正後 改正前 

  

（特殊勤務手当の種類） （特殊勤務手当の種類） 

第２条 特殊勤務手当の種類は、次のとおりとす

る。 

第２条 特殊勤務手当の種類は、次のとおりとす

る。 

 (1) 生活保護業務手当 

 (2) 老人福祉施設職員手当 

 (3) 徴収従事手当 

 (4) 滞納処分手当 

(1) （略） (5) （略） 

 (6) 国土調査手当 

(2) 行旅死亡人等処理手当 (7) 行路死亡人 処理手当 

(3) 動物等処理業務手当 (8) 汚物処理手当 

(4) （略） (9) （略） 

 (10) ボイラー手当 

(5) 臨時特殊業務手当  

 （生活保護業務手当） 

 第３条 生活保護業務手当は、福祉事務所の保護

係のうち要保護者の調査に従事する職員に支

給する。 

 ２ 前項の手当の額は、日額３００円とする。 
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 （老人福祉施設職員手当） 

 第４条 老人福祉施設職員手当は、老人福祉施設

に勤務する職員のうち、入所者の葬祭に関する

業務に従事した職員に支給する。 

 ２ 前項の手当の額は、１件（１死体）につき２，

０００円とする。 

 （徴収従事手当） 

 第５条 徴収従事手当は、専ら外勤で諸税を直接

義務者から徴収する事務に従事する職員及び

これに準ずる事務に従事する職員に支給する。 

 ２ 前項の手当の額は、日額１５０円とする。 

 （滞納処分手当） 

 第６条 滞納処分手当は、財産の差押え又は差押

物件の搬出に従事した職員に支給する。 

 ２ 前項の手当の額は、次のとおりとする。 

 (1) 財産の差押えに従事した者 １人 １件

につき ３２０円 

 (2) 差押物件の搬出に従事した者 １人 １

件につき ３２０円 

（感染症防疫等作業手当） （感染症防疫等作業手当） 

第３条 感染症防疫等作業手当は、公務のため感

染症予防救治に従事し、又は死体若しくは感染

のおそれのある物品に接触する業務若しくは

家畜伝染病の病原体を有する家畜若しくは家

畜伝染病の病原体を有する疑いのある家畜に

対する防疫作業に従事した職員      

     に支給する。 

第７条 感染症防疫等作業手当は、公務のため感

染症予防救治に従事し、又は死体若しくは感染

のおそれのある物品に接触する業務若しくは

家畜伝染病の病原体を有する家畜若しくは家

畜伝染病の病原体を有する疑いのある家畜に

対する防疫作業に従事した職員（臨時の雇用人

を含む。）に支給する。 

２ 前項の手当の額は、     次のとおりと

する。ただし、ペスト及びコレラについては、

その倍額とする。 

２ 前項の手当の額は、１回につき次のとおりと

する。ただし、ペスト及びコレラについては、

その倍額とする。 

(1) 消毒、移送等予防救治に従事した場合 

日額１，０００円 

(1) 消毒、移送等予防救治に従事した場合 

  １，０００円 

(2) 死体の運搬に従事した場合 １体につき

７，０００円 

(2) 死体の運搬に従事した場合 ６，０００

円 

(3) 前２号に掲げる場合以外に従事した場合

 日額６００円 

(3) 前２号に掲げる場合以外に従事した場合

   ６００円 

３ （略） ３ （略） 

 （国土調査手当） 

 第８条 国土調査手当は、国土調査のため現地踏

査をした職員に支給する。 

 ２ 前項の手当の額は、日額４００円とする。 

（行旅死亡人等処理手当） （行路死亡人 処理手当） 

第４条 行旅死亡人等処理手当は、身元不詳者等

の死体の立会い、収容に従事した職員    

      に支給する。 

第９条 行路死亡人 処理手当は、身許不詳死体

の   立会い、収容に従事した職員（臨時職

員を含む。）に支給する。 

２ 前項の手当の額は、死体１体につき７，００

０円とする。 

２ 前項の手当の額は、死体１体につき６，００

０円とする。 

（動物等処理業務手当） （汚物処理手当   ） 

第５条  動物等処理業務手当は、犬猫等の死体

処理、野犬及びイノシシ等の捕獲並びにスズメ

第１０条 汚物処理手当   は、犬猫等の死体

の処理                 
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バチ等の駆除に従事した職員に支給する。        に従事した職員に支給する。 

２ 前項の手当の額は、次のとおりとする。 ２ 前項の手当の額は、１回３７０円とする。 

(1) 死体の処理に従事した場合 １回 ５０

０円 

 

(2) 捕獲又は駆除に従事した場合 １回 

１，０００円 

 

第６条  （略） 第１１条 （略） 

 （ボイラー手当） 

 第１２条 ボイラー手当は、学校給食センターに

勤務する者でボイラーの業務に従事する現業

職員に支給する。 

 ２ 前項の手当の額は、日額１５０円とする。 

（臨時特殊業務手当）  

第７条 臨時特殊業務手当は、現場対応業務のう

ち、生命、心身に影響を及ぼす等、その特殊性

に応じて特別の考慮を必要とするものに従事

した職員に支給する。 

 

２ 前項の手当の額は、日額６００円とする。  

第８条 ・第９条  （略） 第１３条・第１４条 （略） 

  

 （市立八幡浜総合病院職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正） 

第２条 市立八幡浜総合病院職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１７年条例

第２０１号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正後の欄に掲げる規定で改正前の欄にこれに対応するものを掲

げていないものは、これを加え、同表の改正前の欄に掲げる規定で改正後の欄

にこれに対応するものを掲げていないものは、これを削る。 

改正後 改正前 

  

（特殊勤務手当の種類） （特殊勤務手当の種類） 

第２条 特殊勤務手当の種類は、次のとおりとす

る。 

第２条 特殊勤務手当の種類は、次のとおりとす

る。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

 (3) 徴収事務従事手当 

(3) 臨時特殊業務手当  

(4)～(8) （略） (4)～(8) （略） 

  

 （徴収事務従事手当） 

 第５条 徴収事務従事手当は、使用料及び手数料

を納付義務者から直接徴収する事務に従事す

る職員に支給する。 

 ２ 前項の手当の額は、使用料及び手数料の滞納

整理事務１件につき１２０円とする。 

（臨時特殊業務手当）  

第５条 臨時特殊業務手当は、現場対応業務のう

ち、生命、心身に影響を及ぼす等、その特殊性
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に応じて特別の考慮を必要とするものに従事

した給与条例第３条に規定する行政職給料表

（一）の適用を受ける職員に支給する。 

２ 前項の手当の額は、日額６００円とする。  

  

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３０年７月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の八幡浜市職員の特殊勤務手当に関する条例及び市立

八幡浜総合病院職員の特殊勤務手当に関する条例の規定は、この条例の施行の

日以後に支給すべき事由の生じた八幡浜市職員の特殊勤務手当に関する条例

第２条に規定する特殊勤務手当及び市立八幡浜総合病院職員の特殊勤務手当

に関する条例第２条に規定する特殊勤務手当（以下この項において「特殊勤務

手当」という。）について適用し、同日前に支給すべき事由の生じた特殊勤務

手当については、なお従前の例による。 

 

提案理由 

  特殊勤務手当の支給内容を見直すため。 
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